
繍蟻

戸
近
郊
の
山
や
ま
』
（
紀
行
・
随

想
）
が
、
こ
の
度
神
戸
新
聞
出
版

セ
ン
タ
ー
か
ら
出
版
さ
れ
た
。

山
行
師
周
年
、
帥
歳
記
念
と
を

兼
ね
た
、
そ
の
出
版
記
念
パ
ー

テ
ィ
ー
が
ｎ
月
即
日
、
舞
子
ビ

ラ
で
催
さ
れ
た
。
当
会
に
は
、

多
田
さ
ん
を
支
援
す
る
登
山
仲

間
ら
川
名
余
り
が
集
ま
り
、
多

田
繁
次
愛
唱
山
歌
を
全
員
で
合

唱
す
る
な
ど
、
山
男
（
女
）
ら

し
く
爽
や
か
で
、
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
ム
ー
ド
と
な
っ
た
。

「
多
田
ケ
ル
ン
」
設
置
基
金
の

た
め
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
も
行
わ

れ
会
場
は
賑
や
か
に
盛
り
上
が

っ
た
。

ウ

１
１１７
１

☆
多
田
繁
次
著
「
神
戸
近
郊
の

山
や
ま
」
出
版
記
念

神
戸
か
ら
ご
く
身
近
な
、
い

わ
ゆ
る
里
山
と
呼
ば
れ
る
北
神

と
三
田
か
ら
丹
波
・
東
播
地
方

へ
か
け
て
の
、
こ
れ
ま
で
登
山

者
か
ら
か
え
り
見
も
さ
れ
な
か

っ
た
無
名
の
低
山
郡
の
探
訪
に

人
生
最
後
の
情
熱
を
燃
や
し
て

い
る
多
田
繁
次
さ
ん
。
今
、
睦

り
つ
つ
あ
る
、
た
く
ま
し
く
美

し
い
、
こ
れ
ら
無
名
の
低
山
の

魅
力
を
紹
介
す
る
『
低
山
遍
歴
神

☆
神
戸
の
集
い
か
ら

過驚撰

山口県商工会連連合会と本誌小泉

組
織
）
と
そ
の
事
務
局
長
連
絡

協
議
会
が
主
催
す
る
、
県
外
研

修
会
（
事
務
局
長
十
五
名
）
が
、

神
戸
の
街
づ
く
り
を
研
修
視
察

に
十
月
三
十
一
日
’
十
一
月
一

日
に
来
神
。

セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
西
館
で
本

誌
小
泉
美
喜
子
（
副
編
集
長
）

が
、
「
わ
が
郷
土
・
神
戸
」
を
講

演
し
た
後
、
さ
ん
ち
か
ダ
ウ
ン
、

セ
ン
タ
ー
街
、
元
町
な
ど
を
見

学
し
南
京
街
の
昌
苑
で
会
食
。

神
戸
へ
の
何
よ
り
の
関
心
事

は
、
さ
ん
ち
か
ダ
ウ
ン
も
株
式

会
社
神
戸
市
の
都
市
経
営
の
一

連
事
業
で
、
各
々
が
独
立
採
算

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
各
種
イ
ベ

ン
ト
の
成
功
に
興
味
集
中
。
神

戸
の
次
は
、
徳
島
、
大
鳴
門
橋

な
ど
瀬
戸
内
海
コ
ー
ス
の
視
察

に
向
っ
た
。

笑
ま
し
い
風
景
だ
っ
た
。

☆
山
口
県
の
商
工
会
連
合
会
が

〃
神
戸
の
街
づ
く
り
″
研
究

山
口
県
の
商
工
会
連
合
会

（
商
工
会
議
所
地
城
を
除
い
た

各
市
町
村
に
設
立
さ
れ
て
い
る

多田繁次さんを囲む登山仲間たち

叫
舘
巳
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l 9 8 6 年１月５日（日）－２月１１日( 祝）

兵庫県立近代美術館
神戸市灘区原田通3 - 8 - 3 0ＴＥＬ( 0 7 8 ) 8 0 1 - 1 5 9 1

‘‘ＲＥＴＲＯＳＰＥＣＴＩＶＥＤＥＥＡＲＩＳＭＯＤＥＲＮＥ, ,

』乃分0Ａ

鱗拡韓

" 展
鴬

モ聖

電露
識鍵識霞鈎

出
会
い
が
生
ま
れ
、
言
葉
が
交
わ
さ
れ
る
あ
る
空
間
、

あ
る
場
所
ｌ
ま
だ
大
半
が
田
舎
風
だ
っ
た
ベ
ル
・
エ
ポ

ッ
ク
の
フ
ラ
ン
ス
社
会
の
な
か
で
、
そ
れ
が
都
市
で
あ
り

パ
リ
で
あ
っ
た
。

道
路
が
整
備
さ
れ
、
大
通
り
が
出
来
上
が
る
。
鉄
道
が

敷
か
れ
、
電
灯
が
灯
り
、
鉄
と
ガ
ラ
ス
の
新
し
い
時
代
を

告
げ
る
建
築
物
が
建
て
ら
れ
る
と
と
も
に
、
カ
フ
ェ
・
劇

場
が
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
、
パ
リ
ジ
ャ
ン
た
ち
は
良
き
時
代

の
パ
リ
の
生
活
を
誰
歌
し
た
。
パ
リ
の
並
外
れ
た
活
力
が

多
様
な
社
会
生
活
の
形
態
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
。

印
象
派
の
画
家
た
ち
が
登
場
し
た
の
も
ち
ょ
う
ど
こ
の

頃
で
あ
る
。
近
代
都
市
パ
リ
が
自
分
た
ち
の
作
品
の
重
要

な
テ
ー
マ
に
な
り
う
る
こ
と
を
発
見
し
た
彼
ら
は
、
都
市

風
景
、
そ
こ
に
生
き
る
人
々
の
生
活
へ
と
題
材
を
広
げ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

カ
フ
ェ
に
集
う
人
び
と
。
ウ
イ
ン
ド
ウ
に
飾
ら
れ
た
色

と
り
ど
り
の
商
品
。
四
輪
馬
車
と
路
面
電
車
の
行
き
交
う

ブ
ル
ヴ
ァ
ー
ル
。
モ
ン
マ
ル
ト
ル
の
キ
ャ
バ
レ
ー
。
最
新

モ
ー
ド
の
パ
リ
ジ
ェ
ン
ヌ
、
小
説
・
絵
画
・
版
画
・
写
真

の
中
に
、
「
都
市
・
パ
リ
」
が
大
量
に
姿
を
見
せ
て
い
る
。

曲

q

１
１１８
１

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



●
モ
ダ
ン
・
パ
リ
展
垂
る
花
の
都

１
月
５
日
（
日
）
１
２
月
ｎ
日
（
祝
）
午
前
加
時
ｌ
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時
犯
分
ま
で
）
月
昭
休
認

一
般
７
５
０
円
（
当
日
９
０
０
円
）
大
・
高
生
５
５
０
円
（
７
０
０
円
）

中
・
小
生
３
０
０
円
（
４
０
０
円
）

セルヴァンド「1 8 8 9 年のパリ万国博覧会の眺め」（右頁上）

ギュスターヴ・カイコポット「雨のパリ・トリノ街とモスクワ街の交差点にて」（右頁中）
ピカソ「カンカン踊り」1 9 0 0 年（右頁下）
ペロー「ジャルダン・ド・パリの夜の美女たぢ」1 9 0 5 年（上）

☆
会
期
中
の
催
し

講
演
会
工
１
月
巧
日
（
祝
）
午
後
２
時

「
描
か
れ
た
モ
ダ
ン
・
パ
リ
」

島
田
紀
夫
（
美
術
評
論
家
）

Ⅱ
１
月
咽
日
（
土
）
午
後
２
時

「
パ
リ
の
世
紀
末
」
ｌ
都
市
の
光
と
影
ｌ

山
脇
一
夫
（
近
代
美
術
館
学
芸
員
）

Ⅲ
１
月
お
日
（
土
）
午
後
２
時

「
パ
リ
と
写
真
」
伊
藤
俊
治
（
美
術
評
論
家
）

映
画
会
シ
ネ
マ
ト
プ
ラ
ー
フ
の
世
界
毎
週
土
噸
日

「
シ
ネ
マ
・
リ
ュ
ミ
エ
ー
ル
」

「
グ
ラ
ニ
ー
・
メ
リ
エ
ス
」

★
こ
の
美
術
展
の
チ
ケ
ッ
ト
を
町
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
希
望
者
は
葉
書
に
住
所
，
氏

名
を
明
記
。
神
戸
っ
子
「
近
代
美
術
館
」
係
へ
１
／
鋤
締
切

「
パ
リ
燃
ゆ
」
（
大
悌
次
郎
）
の
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
か

ら
、
万
国
博
覧
会
、
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
、
そ
し
て
地
下
鉄
開

通
と
、
様
々
な
出
来
事
を
生
ん
で
発
展
し
た
岨
世
紀
末
の

パ
リ
の
町
と
人
々
の
生
活
、
そ
の
光
と
影
を
、
・
油
絵
・
版

画
・
ポ
ス
タ
ー
・
写
真
な
ど
百
七
十
余
点
に
よ
っ
て
紹
介

す
る
。
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可

120

（財) 神戸市民文化振興財団
理事長宮崎辰雄

〒

神戸市中央区雲井通５．．１．．１
恋（078）25 1‐･1 9 1 9

俳 句

青玄俳句会
伊丹三樹彦

尼崎市南塚i ] 町２．７‐８
宮（0 6）4 2 9 - 3 8 2 0

嵯峨御流いけぱな・表千家茶道

嵯峨御流文化センター
吉田泰己

神戸市中央区八幡通４］~ 目２‐９
フラヮーーロードビル8 0 1 恋（0 7 8 ）２５１５３２１

染花・小もの

花つみサロン
肩野佐多子

神戸市北区東大池２丁目５－２３
宮（0 7 8）9 8 1 - 5 2 9 6

甲南カルチャーセンター
ポピュラーソング・シャンソン
和・洋フラワーアレンジメント
その他、ユニーク教室

甲南ランケージ
サービスセンター

はじめてのドキドキフランス語会話。
英会話、各レベル

主宰甲南学園サービスセンター
神戸市東灘区住吉本町２丁i １２９－１５

甲南学園平尾記念館内密（0 7 8 ）8 5 4 - 1 6 0 5

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
１
９
８
６
年
元
旦
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いけばな及びロイヤルフラワーアレンジメント

専正池坊泉会
諸泉陽子

神戸市東灘区住吉山手３丁同２－２１
密（0 7 8）8 1 1 - 1 6 0 1

俳 句

渦俳句会
赤尾恵以

神戸市東灘区御影山手１３－４
恋（0 7 8）8 1 1 - 0 7 6 0

光
と
風
と
水
。
風
土
に
育
ま
れ
た
〃
神
戸
の
文
化
″

木彫・染色教室

がれりﾔ b 馬亜乃
村上喜平白石弘子

神戸市中央区北野I I r 4 - 9 - 6 伊藤マンション
唇（0 7 8）2 4 2 - 5 0 0 5

アートフラワー・アンティークフラワー
パンフラヮー･ その他のフラワー

粘土人形・アクセサリー。彫金

タカコアーートスクール
天野剛子

神戸市中央区北野町２丁目1 6 - 2 7
密（0 7 8）2 4 1 - 3 3 5 5

ノ、レエ

貞松・浜田
バレエ学園・バレエ団
貞松融浜田蓉子
神戸市灘区畑原通３－６－６

恋（0 7 8）8 6 1 - 2 6 0 9

日本画

爽美会
西宮市大谷記念美術館内阪神
アートアカデミー山平義正教室

恋（0 7 9 8）3 5 - 0 9 4 3

写真／緒方しげを
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ｎ
月
５
日
（
火
）

、
、
、

大
阪
発
的
時
肥
分
の
ひ
か
り
は
い
つ
に
な
い
賑
わ
い
。

だ
っ
て
三
十
路
半
ば
の
女
が
七
人
も
集
ま
れ
ば
、
姦
し
い

を
通
り
越
し
て
…
…
。
間
際
ま
で
食
事
の
作
り
お
き
に
忙

し
か
っ
た
人
、
コ
ー
フ
ン
し
て
な
か
な
か
寝
つ
け
な
か
っ

た
人
ｌ
ま
る
で
気
分
は
修
学
旅
行
。
七
人
の
共
通
項
は

テ
ニ
ス
。
皆
、
「
虫
」
の
つ
く
程
の
テ
ニ
ス
好
き
。
テ
ニ

ス
が
、
優
雅
で
し
と
や
か
な
ス
ポ
ー
ツ
だ
な
ん
て
、
と
ん

で
も
な
い
。
試
合
と
も
な
れ
ば
、
コ
ー
ト
は
戦
場
。
汗
と

火
花
が
飛
び
散
る
。
シ
ー
ズ
ン
中
は
、
東
へ
西
へ
、
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
ア
マ
は
、
賞
品
稼
ぎ
に
大
忙
し
。
で
も
主
婦
プ

レ
ー
ヤ
ー
。
コ
ー
ト
に
立
つ
時
間
を
ひ
ね
り
出
す
為
に
、

家
事
は
要
領
よ
く
こ
な
さ
な
く
ち
ゃ
。
わ
が
パ
ー
ト
ナ
ー

山
本
さ
ん
の
編
み
物
は
玄
人
は
だ
し
。
さ
っ
き
か
ら
人
を

笑
わ
せ
て
ば
か
り
の
、
陽
気
な
福
岡
さ
ん
は
、
ケ
ー
キ
作

り
の
名
人
。
み
ん
な
、
時
間
の
や
り
く
り
が
上
手
。
年
も

キ
ャ
リ
ア
も
似
た
者
同
士
、
す
っ
か
り
女
学
生
に
戻
っ

て
、
少
々
は
し
ゃ
ぎ
過
ぎ
た
か
な
。

久
し
ぶ
り
に
喚
ぐ
東
京
の
に
お
い
。
東
京
出
身
の
私
は

地
理
に
明
る
い
か
ら
と
、
一
行
の
ツ
ァ
ー
コ
ン
ダ
ク
タ
ー

（
？
）
を
勤
め
る
こ
と
に
な
る
。
宿
舎
は
新
宿
の
ビ
ジ
ネ
ス

ホ
テ
ル
。
そ
れ
に
つ
け
て
も
、
東
京
の
変
わ
り
様
は
す
さ

ま
じ
い
。
帰
っ
て
来
る
度
に
、
〃
異
邦
人
″
の
感
を
強
く

す
る
の
は
、
私
が
も
う
関
西
の
人
だ
か
ら
？

夜
は
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
。
全
県
の
選
手
が
一
堂
に
会
し
て

ド
ロ
ー
抽
識
。
い
い
ド
ロ
ー
を
ひ
き
あ
て
る
の
も
勝
負
の

う
ち
。
広
川
監
督
の
ひ
い
た
ク
ジ
は
ま
ず
ま
ず
の
位
置
。

シ
ー
ド
の
千
葉
さ
え
モ
ノ
に
で
き
た
ら
、
ひ
ょ
っ
と
し
て

…
…
。
と
ら
ぬ
狸
を
肴
に
、
ま
ず
は
乾
杯
。
頑
張
ろ
う
ね
。

ｎ
月
６
日
（
水
）

５
時
釦
分
起
床
。
夜
半
か
ら
の
雨
は
止
ま
ず
、
会
場
は

高
輪
の
室
内
コ
ー
ト
に
変
更
。
６
時
半
か
ら
の
朝
食
に
、

待
て
ど
暮
せ
ど
監
督
が
現
れ
な
い
。
何
事
か
と
捜
し
に
行

て
い

き
か
け
た
ら
、
起
き
抜
け
の
体
で
大
慌
て
で
や
っ
て
来
た
。

「
目
覚
し
が
鳴
ら
な
か
っ
た
あ
」
慌
て
ぶ
り
が
あ
ん
ま
り

お
か
し
く
て
、
試
合
前
の
緊
張
は
、
ど
こ
へ
や
ら
◎

初
戦
は
群
馬
。
初
陣
の
割
に
は
、
あ
ま
り
固
く
な
ら
ず

三
組
と
も
快
勝
。
負
け
れ
ば
、
即
、
ホ
テ
ル
を
追
い
出
さ

れ
て
し
ま
う
。
折
角
来
た
東
京
だ
も
の
、
せ
め
て
も
う
一

晩
泊
ろ
う
よ
と
、
第
二
戦
も
、
香
川
に
全
勝
。
遠
来
の
香

川
さ
ん
、
ご
め
ん
な
さ
い
・

ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
の
公
衆
電
話
は
、
今
夜
も
長
蛇
の
列

宇
和
川
令
子
〈
職
鱗
哨
編
秘
“
一
影
〉

「
ヤ
ッ
タ
ァ
ノ
．
」

し
ご
つ
し
旨
っ
日
本
一 １

１２２
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「
お
か
あ
さ
ん
、
も
う
一
泊
す
る
か
ら
、
家
を
よ
ろ
し
く

ね
」
主
婦
が
家
を
あ
け
る
の
は
、
気
を
造
う
。

Ⅱ
月
７
日
（
木
）

今
日
も
雨
。
恵
み
の
雨
か
、
恨
み
の
雨
か
．
…
：
き
の
う

は
、
東
京
が
初
戦
負
け
と
い
う
番
狂
わ
せ
。
宮
崎
に
ス
ト

レ
ー
ト
勝
ち
の
後
は
、
問
題
の
千
葉
。
今
年
こ
そ
と
、
優

勝
を
狙
う
千
葉
は
、
大
し
た
意
気
込
み
。
「
必
勝
」
の
垂

れ
幕
に
、
ネ
ッ
ト
鈴
な
り
の
応
援
団
。
四
面
楚
歌
の
中
、

「
敵
は
強
し
、
負
け
て
も
と
も
と
」
の
居
直
り
テ
ニ
ス
が

効
を
奏
し
て
、
先
発
二
組
だ
け
で
勝
敗
決
着
。
よ
く
ぞ
勝

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
つ
い
に
難
関
ク
リ
ア
ー
。
味
方
も
強

か
っ
た
。
喜
び
過
ぎ
た
私
た
ち
の
ペ
ア
は
、
千
葉
の
意
地

に
力
及
ば
ず
。
「
下
手
な
負
け
方
し
た
ら
、
ビ
ー
ル
抜
き

よ
」
と
、
監
督
に
お
ど
か
さ
れ
て
、
挽
回
は
し
た
け
れ
ど
。

最
後
の
夜
は
、
せ
め
て
景
気
よ
く
前
祝
と
、
歌
舞
伎
町

に
ご
一
行
様
ご
案
内
。
と
り
あ
え
ず
と
び
こ
ん
だ
炉
端
焼

屋
で
、
す
き
っ
腹
に
東
京
の
夜
を
流
し
込
む
。
お
店
の
お初優勝の兵庫チーム上段右より広川友子監督、福岡輝子、松岡真美

子､ ､ 福永真弓、木田さちよ、下段右より山本順子、宇和川令子（筆
者）の各選手（写真提供／スマッシュ）

に
い
さ
ん
が
、
「
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
で
す
か
？
」

Ⅵ
月
８
日
（
金
）

ウ
ソ
み
た
い
な
青
空
。
ホ
テ
ル
に
残
っ
て
い
る
の
は
、

ベ
ス
ト
４
の
四
県
だ
け
。
五
連
覇
を
目
指
す
強
豪
神
奈
川

が
、
静
岡
に
破
れ
る
大
波
乱
。
ゆ
う
べ
、
ロ
ビ
ー
で
泣
い

て
い
た
つ
け
。
ど
う
せ
泣
く
な
ら
、
う
れ
し
涙
を
と
、
久

我
山
の
メ
イ
ン
会
場
へ
。
記
者
に
カ
メ
ラ
マ
ン
、
テ
レ
ビ

の
中
継
車
、
三
々
五
々
集
ま
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。
胸
は
早
錐

を
打
ち
始
め
、
ま
る
で
開
幕
を
待
つ
舞
台
女
優
の
心
境
。

準
決
勝
は
隣
組
の
大
阪
。
木
田
・
福
永
組
、
苦
戦
、
先

鋒
の
松
岡
・
福
岡
組
は
第
１
セ
ッ
ト
を
落
と
す
。
も
う
出

番
な
し
か
と
諦
め
か
け
た
ら
、
胃
が
痛
く
な
る
よ
う
な
逆

転
劇
。
華
著
な
松
岡
さ
ん
の
闘
い
ぶ
り
は
健
気
。
決
し
て

め
げ
な
い
福
岡
さ
ん
。
結
局
、
２
１
１
で
決
勝
進
出
。

こ
こ
ま
で
来
た
ら
埼
玉
ま
で
な
ぎ
倒
し
た
静
岡
が
、
ど

ん
な
に
強
く
た
っ
て
、
私
た
ち
、
や
る
つ
き
や
な
い
。
つ

い
て
る
先
発
組
が
幸
先
よ
く
、
ま
ず
一
勝
。
二
番
手
は
、

フ
ル
セ
ッ
ト
に
も
つ
れ
込
む
長
丁
場
。
華
っ
た
足
を
引
き

ず
っ
て
走
る
木
田
さ
ん
、
木
田
さ
ん
を
か
ば
っ
て
頑
張
る

福
永
さ
ん
の
ガ
ッ
ッ
、
操
ま
れ
て
育
っ
た
「
団
塊
の
世
代
」

は
、
逆
境
に
強
い
の
だ
。
マ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト
が
決
ま
っ
た

瞬
間
、
隣
の
コ
ー
ト
で
試
合
を
始
め
て
い
た
私
た
ち
は
、

思
わ
ず
び
あ
が
っ
て
、
「
ヤ
ッ
タ
ァ
ノ
」
と
う
と
う
、
日
本

一
・
広
川
采
配
の
下
、
一
丸
テ
ー
ー
ス
で
勝
っ
た
。
タ
イ
ガ

ー
ス
に
あ
や
か
れ
て
よ
か
っ
た
ね
。

東
京
駅
で
、
我
先
に
と
び
つ
く
電
話
。
「
お
と
う
ち
ゃ

ん
、
優
勝
し
ち
ゃ
っ
た
。
今
か
ら
帰
る
か
ら
、
待
っ
て
て

…
…
」
家
族
へ
の
お
土
産
は
優
勝
メ
ダ
ル
。
こ
れ
も
み
ん

な
の
協
力
の
お
陰
。
マ
マ
に
テ
ニ
ス
さ
せ
て
く
れ
て
、
ほ

ん
と
に
あ
り
が
と
う
。
疲
れ
が
ド
ッ
と
ふ
き
出
し
て
、
眠

り
こ
け
た
車
中
の
顔
は
、
み
ん
な
と
て
も
い
い
顔
。
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１２３
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バ
レ
ー
ボ
ー
ル
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②

●ＬｏｏｋSports／●
★
全
国
実
業
団
選
抜
男
・
女
リ
ー
グ

２
月
１
日
（
土
）
皿
ｍ
ｍ
ｌ

（
女
）
醜
Ｔ
Ｔ
関
西
神
戸
ｖ
Ｓ
，
東
芝
京
幌

（
郷
）
東
レ
九
鱗
会
Ｖ
Ｓ
，
帝
人
・
一
一
厘

２
月
２
日
〈
日
）
皿
、
、
ｌ

（
女
）
愈
劫
倉
蚊
Ｖ
Ｓ
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
関
西
神
戸

〈
男
〉
東
レ
九
鱗
会
Ｖ
Ｓ
・
コ
ス
モ
大
協

（
於
）
県
立
文
化
体
育
館
（
山
陽
西
代
訳
下
車
）

二
（
指
）
￥
１
，
８
０
０
（
￥
１
，
５
０
０
）

一
般
￥
１
，
２
０
０
（
￥
１
，
０
０
０
）
商
中

小
￥
５
０
０
（
的
売
の
み
）

★
全
日
本
選
抜
女
子
リ
ー
グ

２
月
型
日
（
土
）
皿
叩
叩
く

ユ
ニ
チ
カ
ｖ
Ｓ
・
ダ
イ
エ
・
‘

一
梨
洋
訪
Ｖ
Ｓ
，
日
木
地
気

（
於
）
神
一
屋
叩
立
中
央
体
資
鮒

□
（
指
）
￥
３
，
０
０
０
（
￥
２
，
７
０
０
）
大
人

￥
２
，
０
０
０
（
￥
１
，
８
０
０
）
冠
殴
叩

￥
１
，
０
０
０
（
前
売
の
み
）

岸
舗
坤
胤
パ
レ
・
・
ボ
ー
‐
ル
脇
会
簡
６
９
１
１
１
５

４
６

｜
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
｜

★
国
際
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
神
戸
大
会

２
月
⑱
日
（
水
）
的
坐
”
Ｉ

日
本
代
表
Ｖ
Ｓ
，
カ
ナ
グ
ォ
リ
ン
ピ
ッ
ク
チ
ー
，
ム

（
於
）
神
声
龍
Ｉ
卜
ア
ィ
ラ
ン
ド

ス
ポ
・
‘
ツ
セ
ン
タ
ー

ニ
（
指
）
Ａ
席
￥
３
恥
０
０
０
Ｂ
席
￥
２
，
０
０
０

（
、
）
￥
１
，
０
０
０
小
中
￥
５
０
０

兵
祁
県
Ｉ
。
Ｈ
述
盟
君
４
．
今
１
１
２
８
１
３

「
引
司
捌
剥
ロ
ー
一

★
第
肥
回
全
国
専
門
学
校
大
会

１
月
４
日
（
土
）
、
”
伽
１

１
月
６
日
（
月
）
過
”
、
１

１
月
８
日
（
水
）
廻
蝿
ｍ
ｌ

衝
艇
）
姫
路
球
技
場
茄
姫
バ
ス
一
本
松
下
車
〉

★
Ｕ
無
料

尾
錨
郷
県
ラ
グ
ビ
ー
漣
公
営
３
３
２
１
４
８
５
９

２姫
月路
１１錠
口
Ｉ
ド
レ

日
（
火
）
１１
・ス
２
部
1２

３
部

１
．
２
部
、
マ
イ
ル
全
般

３
部
５
詩
ョ
（
巾
学
）

（
於
）
鰯
路
市
ｌ
夢
前
町

ロ
無
料

兵
床
睦
上
離
技
協
会
衝
０
７

・１１画・

儲b‘ド
ーＩ

２
１
２
１
１
２

資
料
提
供
／
神
戸
市
牧
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
推
進
本
部
言
３
３
２
１
４
８
５
９

陸
卜
競
技

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

★
私
の
ご
ひ
い
き
ス
ポ
ー
ツ
店

唾
ホ
シ
ノ
・
イ
ン
パ
ル

イ
ン
パ
ル
ク
ラ
ブ

〃
日
本
雫
速

震
鎖

ム
を
遊
び
着
に
し
ち
ゃ
お
う
、
と
フ
ァ

ン
の
た
め
に
通
信
販
売
し
て
い
ま
す
。

２
年
前
か
ら
私
も
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
る

ん
で
す
が
、
今
ま
で
の
箪
着
風
の
イ

メ
ー
ジ
か
ら
、
〃
男
の
ス
ポ
ー
ツ
″
の

質
さ
や
油
臭
さ
を
抜
い
て
、
よ
り
フ

ア
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
に
、
か
わ
い
く
、
か

つ
着
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ジ
ャ
ン

プ
ス
ー
ッ
の
他
、
数
多
く
の
イ
ン
パ
ル

グ
ッ
ズ
が
用
意
さ
れ
て
い
る
か
ら
ウ
レ

シ
イ
。

口
申
込
・
閲
合
せ
先
／
〒
畑
市
策
都
三
鷹
市
下
辿
推

６
１
１
．
７
君
０
４
２
２
１
４
９
１
６
４
８
４

カ
タ
ロ
グ
は
無
料
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
中
。
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銀水荘
穆撫

り
ま
す
。
し
か
し
事
も
な
げ
に
帰
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
途
中
で
湯
女
は
輿
に
向
っ
て
、

〃
返
せ
、
返
せ
〃
と
手
招
き
で
呼
び
掛

け
ま
す
。
そ
の
都
度
、
輿
は
行
き
つ
戻

り
つ
し
ま
す
。
合
わ
せ
て
三
度
。
そ
の

の
ち
温
泉
寺
へ
と
帰
り
着
き
ま
す
。

｡

有馬古絵図「入初式」から
ザ

こ
の
〃
返
せ

返
せ
〃
は
、
慈

悲
深
い
仁
西
上

人
を
慕
い
、
上

人
の
帰
り
を
惜

し
む
さ
ま
を
表

わ
し
た
も
の
と

い
わ
れ
て
い
ま

す
。こ

の
入
初
式

は
、
日
本
最
古

の
神
霊
泉
で
あ

る
有
馬
温
泉

が
、
そ
の
歴
史

を
年
の
初
め
の

行
事
に
託
し
て

有
馬
内
外
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
風

物
詩
と
い
え
ま

す
。

政府盃録国際脱光旅館別館楽山

ＴＥＬ(078)904-3656
ＴＥＬ(078)904-0731

有馬の歴史を語り続けるr いで湯の宿」 テニスでいい汗

膿躍骨とつぶり 自然の恵みを
湯けむりに伝える

静寂さにつつまれた
くつろぎの宿
国際観光旅館

・
仁
西
両
師
の
像
を
汰
浴
し
ま
す
。

さ
て
神
式
仏
式
両
様
の
儀
式
が
終
る

と
冒
頭
の
入
初
式
の
歌
が
歌
わ
れ
、
浄

米
を
若
松
で
白
紙
に
掃
き
寄
せ
る
六
根

清
浄
の
抜
行
事
が
行
わ
れ
、
こ
れ
で
儀

式
は
終
り
ま
す
。

行
列
は
帰
路
に
つ
き
温
泉
寺
へ
と
戻

陵楓閣127

別館 TEL(078)904-0675
ＴＥＬＥＸ５６２７－１１５

1JＰ

爽楽
ＴＥＬ(078)904-0622 古象風ＴＥＬ(078)903-1P２４

木遣りの徽患勤齢坊
TEL(078)90M$－０５５１
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応
答
し
が
ち
だ
が
、
「
内
容
の
事
柄
よ
り
も
そ
の
背
後
に
あ
る
隠

れ
た
気
持
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
が
大
切
」
と
訓
練
委
員
の
先
生
か

ら
教
え
ら
れ
る
。
「
相
手
の
表
情
が
見
え
な
い
だ
け
に
言
葉
の
使

い
方
が
大
変
難
し
い
」
と
い
う
の
が
み
ん
な
の
実
感
の
よ
う
で
あ

っ
た
。
三
本
あ
る
「
神
戸
い
の
ち
の
電
話
」
は
朝
八
時
か
ら
夜
の

九
時
ま
で
ひ
っ
き
り
な
し
に
鳴
り
ひ
び
く
。
一
九
八
四
年
の
一
年

間
に
は
約
四
万
六
千
件
近
く
の
電
話
が
か
か
り
、
応
答
で
き
た
の

が
約
一
万
三
千
件
、
留
守
番
電
話
に
入
っ
た
の
が
約
二
万
七
千

件
、
無
言
、
間
違
い
電
話
が
五
千
件
余
り
と
な
っ
て
い
る
。
一
日

の
応
答
件
数
は
約
四
十
五
件
、
応
答
で
き
な
か
っ
た
件
数
は
一
日

平
均
約
三
件
だ
そ
う
で
あ
る
。
年
代
別
で
は
加
代
が
全
体
の
郡
。

７
％
、
加
代
ｌ
帥
代
が
弱
・
９
％
・
性
別
で
は
男
性
が
女
性
よ
り

三
千
件
程
多
い
。
ま
た
問
題
別
で
は
第
一
位
が
性
の
問
題
、
第
一
一

位
は
男
女
問
題
、
第
三
位
が
夫
婦
問
題
で
あ
り
、
そ
の
あ
と
に
家

族
、
人
生
、
対
人
関
係
な
ど
の
問
題
が
続
く
。

ま
た
、
電
話
を
か
け
て
き
た
本
人
が
自
殺
念
慮
を
表
明
し
た
も

の
、
ま
た
そ
の
様
子
が
伺
え
る
と
判
断
さ
れ
た
も
の
が
一
三
二
件

あ
っ
た
。
「
い
の
ち
の
電
話
」
は
い
わ
ゆ
る
応
急
処
置
の
役
割
を

果
た
す
も
の
で
あ
る
か
ら
継
続
的
な
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
治
療
は

で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
悩
み
を
も
っ
て
電
話
を
か
け
て
き
た

人
た
ち
の
〃
そ
の
後
″
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
相

談
の
内
容
に
よ
っ
て
は
地
域
の
な
か
の
他
の
相
談
機
関
や
病
院
、

専
門
家
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

畠

西
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
内
に
あ
る
「
神
戸
い
の
ち
の
電
話
」
の
事
務

局
を
訪
ね
る
と
、
ち
ょ
う
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
相
談
員
た
ち
の
話

し
合
い
が
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
、
頼
ん
で
し
ば
ら
く
同
席
し
て

話
を
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
。
こ
の
日
集
ま
っ
た
七
人
の
相
談
員
た

ち
は
一
年
間
の
養
成
講
座
を
終
了
し
て
こ
の
十
月
か
ら
電
話
を
受

け
始
め
た
第
皿
期
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
で
あ
り
、
訓
練
委
員

の
先
生
を
囲
ん
で
熱
心
な
話
し
合
い
が
続
け
ら
れ
て
い
た
。
始
め

て
か
ら
ま
だ
一
カ
月
程
な
の
で
受
話
器
の
向
こ
う
側
の
声
に
と
ま

ど
っ
た
り
、
驚
い
た
り
、
あ
き
れ
た
り
、
憤
慨
し
た
り
で
、
新
鮮

な
体
験
に
話
は
つ
き
な
い
。

「
正
直
言
っ
て
が
っ
か
り
し
ま
し
た
」
と
い
う
声
も
あ
っ
た
。

真
剣
な
人
生
相
談
を
予
想
し
て
、
意
気
込
ん
で
と
り
く
み
は
じ
め

た
ら
、
性
に
関
す
る
相
談
が
多
く
、
な
か
に
は
い
た
ず
ら
電
話
の

よ
う
な
も
の
も
あ
り
、
出
鼻
を
く
じ
か
れ
た
よ
う
な
気
持
に
な
る

こ
と
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。

母
子
相
姦
を
や
め
ら
れ
な
く
て
悩
ん
で
い
る
息
子
、
妻
子
あ
る

男
性
と
肉
体
関
係
を
も
っ
て
離
れ
ら
れ
な
い
女
性
、
受
験
を
ひ
か

え
て
性
に
悩
む
女
子
高
校
生
、
マ
ス
タ
ー
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
し
な
が

ら
興
奮
し
て
電
話
を
か
け
て
く
る
中
学
生
等
、
実
に
い
ろ
ん
な
話

が
出
さ
れ
る
。
な
か
に
は
思
わ
ず
吹
き
出
し
そ
う
な
相
談
も
あ
る

が
、
か
け
て
き
た
本
人
は
み
な
真
剣
で
必
死
の
思
い
な
の
で
あ

る
。
相
談
員
は
そ
れ
ら
の
話
の
，
胴
容
に
つ
い
て
、
と
も
す
れ
ば
自

分
の
も
っ
て
い
る
道
徳
観
や
倫
理
観
、
善
悪
の
基
準
で
判
断
し
、

橋
本

●
神
戸
を
福
祉
の
街
に
繭
〉

孤
独
な
声
に
耳
を
傾
け
る

神
戸
い
の
ち
の
電
話

明
く
社
団
法
人
「
家
庭
養
護
促
進
協
会
軍
務
局
長
〉

0

諺
ロ１
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相脳薗話は
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岬
一
画
彦
霧
診
彪
潅
露
診
診
彰
鰯
鐸
塞
嗣
阿
極

こ
の
「
い
の
ち
の
電
話
」
に
は
、
今
の
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
病

理
が
あ
ふ
れ
出
て
い
る
、
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
実
に
多
種
多
様
な

問
題
が
電
話
線
を
通
し
て
流
れ
こ
ん
で
く
る
。
そ
れ
を
受
け
と
め

る
相
談
員
は
約
二
四
○
人
。
九
割
が
女
性
で
、
そ
の
う
ち
八
割
近

く
が
家
庭
の
主
婦
で
あ
る
。
相
談
員
の
応
答
の
仕
方
に
よ
っ
て
は

電
話
線
の
向
こ
う
側
の
人
間
の
生
き
方
を
す
ら
左
右
し
か
ね
な

い
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
相
談
員
は
秘
密
保
持
を
厳
守
す
る
義
務

が
あ
る
か
ら
家
庭
に
帰
っ
て
も
お
い
そ
れ
と
相
談
の
内
容
に
つ
い

て
は
家
族
に
も
し
ゃ
べ
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
毎
月
一
回
訓
練
委
．

竺
岬
露
勿
辞
彪
窒
対
人

準舟、函‘１２‘,＊

型
榊
認
詫
如
・
牽
垂
殿
厘
庶

羽１３“隈）

鼠,｡.’“里逃
ﾕｭＯ【

Ｚ１ＺＭｌＭ滴

Zoo（

ｑ蟹2

111ｉ
胃~閲

』 国Ｚ

聖
ｌ
幽
疹
、
参
一
例
厩

外

「
こ
う
く
い
の
ち
の
電
話
」
事
務
局

神
戸
市
長
田
区
水
笠
通
一
’
一
’
三
三
。
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
西
神

戸
青
少
年
セ
ン
タ
ー
内
。
唖
Ｅ
Ｌ
六
四
二
－
四
三
一
七

、
相
談
の
た
め
の
電
話
は
○
七
八
（
六
四
二
）
三
三
○
○

受
付
時
間
は
午
前
８
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
。
日
曜
・
祭
日
は

休
み
。
相
談
は
無
料
。

員
の
専
門
家
か
ら
指
導
を
う
け
た
り
、
年
に
二
回
一
泊
研
修
を
や

り
、
応
答
の
仕
方
に
つ
い
て
の
研
讃
を
積
む
と
共
に
、
相
談
員
自

身
が
悩
み
を
語
り
合
っ
た
り
、
う
っ
積
し
た
気
持
を
晴
ら
し
た
り

す
る
時
間
や
場
所
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
っ

て
も
大
変
な
重
責
を
背
負
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

「
い
の
ち
の
電
話
」
と
い
う
の
は
型
時
間
休
み
な
く
活
動
す
る

の
が
た
て
ま
え
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
も
で
き
れ
ば
型
時

間
体
制
を
と
り
た
い
と
願
っ
て
い
る
が
、
現
在
は
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
建

物
に
間
借
り
し
て
い
る
の
で
そ
れ
が
で
き
な
い
の
と
、
独
立
し
て

活
動
す
る
た
め
に
は
活
動
資
金
が
大
幅
に
足
り
な
い
の
が
悩
み
の

種
。

「
い
の
ち
の
電
話
」
は
十
四
年
前
に
わ
が
国
で
は
初
め
て
東
京

に
設
立
さ
れ
て
以
来
、
現
在
は
北
海
道
か
ら
沖
縄
に
い
た
る
ま
で

型
ヵ
所
に
増
え
、
一
昨
年
の
受
信
総
数
は
十
七
万
四
千
件
に
も
の

ぼ
っ
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
電
話
に
よ
る
悩
み
の
相
談
事
業
は
各

都
市
で
は
い
ろ
い
ろ
と
行
な
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
〃
繁
盛
″
ぷ
り

の
背
景
に
は
、
誰
に
も
悩
み
を
打
ち
あ
け
ら
れ
ず
に
苦
悩
し
て
い

る
〃
孤
独
な
群
集
″
の
う
め
き
声
が
累
々
と
し
て
あ
る
よ
う
に
思

え
る
。
し
か
し
不
安
な
時
代
の
孤
独
な
声
に
は
て
っ
と
り
早
い
解

決
策
は
な
い
。
現
代
文
明
が
私
た
ち
に
突
き
つ
け
て
い
る
こ
の
難

問
に
応
え
て
く
れ
る
の
は
一
体
誰
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

咽
一
ｍ
疹
卿
髪
敏
宵

診
勿
勿
勿
勿
勿
疹
彦
診
彰
塞
性

溺
潅
髭
塑
噸
彩
疹
彪
診
竺
双
侠

型
咽
ｌ
率
、
竺
医
律
吐
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騨翰

ア
ッ
テ
ン
ボ
ロ
ー
が
「
コ
ー
ラ
ス
ラ
ィ
ン
」
を
監
督
す
る
こ
と

で
実
は
初
め
は
び
っ
く
り
し
た
。

ア
ッ
テ
ン
ポ
ロ
ー
に
は
実
は
「
素
晴
ら
し
き
戦
争
」
（
一
九
六

九
）
と
い
う
鮮
や
か
な
イ
ギ
リ
ス
の
レ
ヴ
ュ
ー
映
画
が
あ
っ
た
が

近
年
の
「
ガ
ン
ジ
ー
」
監
督
の
印
象
が
き
つ
い
の
で
、
ま
さ
か
と

耳
を
疑
っ
た
。

が
ん
こ

そ
し
て
見
て
再
び
び
っ
く
り
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
人
ら
し
い
頑
困

さ
が
ヨ
ー
ラ
ス
ラ
イ
ン
」
を
鮮
や
か
に
映
画
に
し
お
わ
せ
て
い

る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ア
ッ
テ
ン
ポ
ロ
ー
は
舞
台
の
「
コ
ー
ラ
ス
ラ

イ
ン
」
を
頑
固
に
守
り
ぬ
い
た
。
撮
影
場
所
に
使
っ
た
マ
ー
ク
・

ヘ
リ
ン
ジ
ャ
ー
劇
場
を
一
歩
も
出
な
か
っ
た
。
映
画
の
始
ま
り
に

ブ
リ
ッ
ク
リ
ン
橋
、
つ
い
で
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
の
鳩
の
む
れ
、
そ

し
て
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
む
れ
と
そ
の
劇
場
の
入
口
を
ふ
か
ん
で

撮
影
、
あ
と
は
ま
っ
た
く
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
劇
場
舞
台
と
中
央

の
客
席
二
個
の
み
。

始
ま
り
に
ダ
ン
ス
指
揮
者
が
大
き
な
口
を
開
い
て
ス
テ
ッ
プ
の

命
令
を
出
す
。
こ
れ
は
い
け
な
い
と
私
は
思
っ
た
。
そ
の
す
ぐ
あ

将
お
ぽ
し
や

と
で
こ
の
見
渡
す
か
ぎ
り
の
五
十
名
あ
ま
り
の
応
募
者
を
ふ
る
い

落
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
の
ダ
ン
ス
監
督
の
こ
の
け
ん
め
い
な

距

霊覧齢

淀川長治 ＣｌＮＥＭＡ
試写室

.

< 映凹評縮家〉

霞

蕊
§
一；

》
輯

１
１３２
１

命
令
が
、
や
が
て
、
す
ぐ
に
呑
み
こ
め
て
き
た
。

よ
う
す
る
に
こ
の
「
コ
ー
ラ
ス
ラ
イ
ン
」
に
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

の
セ
ン
チ
メ
ン
ト
は
私
た
ち
が
見
て
私
た
ち
で
感
じ
る
よ
う
に
作

ら
れ
て
い
た
。
マ
イ
ケ
ル
・
ベ
ネ
ッ
ト
の
演
出
と
振
付
の
舞
台
の

方
が
ま
だ
し
も
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
哀
愁
が
手
に
す
く
わ
れ
た
の
に
、

映
画
「
コ
ー
ラ
ス
ラ
イ
ン
」
は
終
始
こ
わ
お
も
て
の
き
び
し
さ
だ

っ
た
。
や
っ
ぱ
り
監
督
が
イ
ギ
リ
ス
人
だ
か
ら
だ
と
は
思
っ
た
も

の
の
、
考
え
る
と
こ
れ
を
バ
ス
ピ
ー
。
バ
ー
ク
レ
ー
や
フ
ェ
リ
ー
ニ

の
よ
う
に
幻
覚
を
か
さ
ね
た
り
す
る
と
舞
台
は
死
ぬ
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
の
パ
ラ
マ
ゥ
ン
ト
の
ト
ー
キ
ー
初
期
の
モ
ン
タ
・
ベ
ル
監

督
の
ス
マ
ー
ト
映
画
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
感
傷
の
よ
う
に
す
れ
ば
、

や
っ
ぱ
り
舞
台
の
原
型
は
こ
わ
れ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
と
す
る

と
こ
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ア
ッ
テ
ン
ボ
ロ
ー
監
督
の
い
か
に
も
イ
ギ

リ
ス
人
ら
し
い
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ィ
。
タ
ッ
チ
の
半
ば
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
の
テ
ス
ト
記
録
映
画
を
見
せ
て
い
る
よ
う
な
こ
の
映
画
演

出
が
一
番
舞
台
を
守
り
抜
い
た
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

そ
れ
に
し
て
も
こ
れ
ほ
ど
の
、
は
げ
し
い
ダ
ン
ス
・
テ
ス
ト
映

画
も
珍
ら
し
い
。
ダ
ン
ス
。
テ
ス
ト
と
い
う
よ
り
も
ダ
ン
ス
そ
の

ダ
ン
ス
精
神
だ
。

マイケル・ベネットの
｢ コーラスライン」を
アッテンボロー監督は
いかに映画化したか

雲

J ９
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雛

私
た
ち
は
ア
ス
テ
ィ
ア
に
酔
い
ジ
ー
ン
・
ケ
リ
ー
に
楽
し
ん
で

き
た
が
、
映
画
史
上
は
っ
き
り
と
ダ
ン
ス
映
画
な
る
も
の
を
求
め

れ
ば
、
バ
レ
エ
の
「
赤
い
靴
」
（
一
九
四
八
）
と
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

の
ダ
ン
ス
を
戸
外
に
持
ち
出
し
、
し
か
も
ダ
ビ
ン
グ
・
リ
ズ
ム
を

き

き

フ
ィ
ル
ム
に
コ
マ
切
れ
ふ
う
に
切
り
こ
ん
で
ダ
ン
ス
・
リ
ズ
ム
を

フ
ｆ
ル
ム
に
染
め
ぬ
い
て
編
集
し
た
「
ウ
エ
ス
ト
・
サ
イ
ド
物

語
」
（
一
九
六
○
）
の
ふ
た
つ
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
今
や
「
コ
ー

ラ
ス
ラ
イ
ン
」
（
一
九
八
五
）
は
こ
の
二
本
に
な
ら
ぶ
ダ
ン
ス
映

画
の
鮮
や
か
な
代
表
と
い
え
る
。
し
か
も
「
ウ
エ
ス
ト
・
サ
イ
ド

雛

，露イ息簿
．．；
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１

物
語
」
と
ま
っ
た
く
反
対
に
ダ
ン
サ
ー
た
ち
は
唯
の
一
歩
も
舞
台

そ
の
ス
テ
ー
ジ
か
ら
足
を
戸
外
に
向
け
は
し
な
か
っ
た
。

ダ
ン
ス
映
画
と
い
え
ば
ケ
ン
・
ラ
ッ
セ
ル
監
督
の
「
ボ
ー
イ
・

フ
レ
ン
ド
」
（
一
九
七
一
）
が
ヴ
オ
ー
ド
ヴ
イ
リ
ア
ン
・
ダ
ン
ス

の
何
た
る
か
を
レ
ヴ
ュ
ー
の
ス
テ
ッ
プ
の
何
た
る
か
を
、
見
せ
て

素
晴
ら
し
か
っ
た
。

そ
し
て
ス
ペ
イ
ン
映
画
の
カ
ル
ロ
ス
。
サ
ウ
ラ
監
督
の
「
カ
ル

け
い
こ

メ
ン
」
（
一
九
八
一
二
）
は
フ
ラ
メ
ン
コ
の
何
た
る
か
を
稽
古
場
ひ
と

つ
で
描
い
て
見
せ
た
。
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
で
目
下
ま
だ
ヨ
ー
ラ

ス
ラ
イ
と
は
続
演
中
で
あ
る
。
数
え
て
十
一
年
目
に
は
い
っ
て

い
る
。
こ
れ
を
知
る
と
一
九
八
三
年
作
の
カ
ル
ロ
ス
・
サ
ウ
ラ
の

Ｌ
げ
き

「
カ
ル
メ
ン
」
が
「
コ
ー
ラ
ス
ラ
イ
ン
」
に
刺
激
さ
れ
て
生
れ
た

こ
と
に
気
づ
く
わ
け
で
あ
る
。
大
き
猛
鍾
か
前
で
の
溺
需
は
ま
さ

に
「
コ
ー
ラ
ス
ラ
イ
ン
」
そ
っ
く
り
だ
っ
た
。
け
れ
ど
も
こ
の

「
カ
ル
メ
ン
」
に
は
「
赤
い
靴
」
が
私
た
ち
に
バ
レ
エ
を
教
え
た

よ
う
に
フ
ラ
メ
ン
コ
・
ス
テ
ッ
プ
の
何
た
る
か
を
教
え
て
く
れ
た
。

と
こ
ろ
で
映
画
の
「
コ
ー
ラ
ス
ラ
イ
ン
」
は
振
付
が
「
フ
ラ
ッ

シ
ュ
ダ
ン
ス
」
の
二
十
九
才
の
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ホ
ー
ナ
テ
イ
に
か

わ
っ
て
い
る
。
舞
台
は
演
出
者
の
マ
イ
ケ
ル
・
ベ
ネ
ッ
ト
だ
っ

た
。
ど
う
い
う
わ
け
で
舞
台
の
振
付
と
映
画
の
振
付
を
変
え
た
の

で
あ
ろ
う
。
ダ
ン
ス
に
か
ぎ
っ
て
は
舞
台
の
ほ
う
が
は
る
か
に
美

か
が
み

し
か
っ
た
。
ま
た
鏡
の
使
い
方
も
映
画
は
舞
台
の
鏡
の
使
い
方
を

避
け
た
。
あ
ま
り
に
も
舞
台
が
世
間
に
知
れ
わ
た
っ
て
い
る
こ
と

と
う
ひ

か
ら
の
逃
避
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
文
句
は
い
く
ら
も
あ
ろ
う
が

映
画
「
コ
ー
ラ
ス
ラ
イ
ン
」
は
、
よ
く
雌
奉
て
い
た
。
ラ
ス
ト
で

テ
ス
ト
に
は
落
し
た
連
中
に
も
す
べ
て
金
ピ
カ
衣
裳
を
つ
け
て
登

場
さ
せ
た
あ
た
り
に
ア
ッ
テ
ン
ポ
ロ
ー
の
愛
情
が
思
わ
れ
た
。
そ

れ
と
も
終
始
テ
ス
ト
風
景
ゆ
え
の
ラ
ス
ト
に
い
た
っ
て
、
せ
め
て

も
の
豪
華
ム
ー
ド
と
い
う
つ
も
り
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

と
に
か
く
マ
ー
ピ
ン
・
ハ
ム
リ
ッ
シ
ュ
の
あ
の
素
晴
ら
し
い
作

曲
、
こ
の
舞
台
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
名
曲
が
映
画
ス
タ
ー
ト
と
同
時

に
あ
ふ
れ
流
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
「
コ
ー
ラ
ス
ラ
イ
ン
」
は
も
う
生

命
を
呼
吸
す
る
。
映
画
に
な
り
得
な
か
っ
た
「
コ
ー
ラ
ス
ラ
イ

お

ン
」
を
映
画
に
し
終
わ
せ
た
ア
ッ
テ
ン
ボ
ロ
ー
は
や
は
り
御
立
派

だ
っ
た
。

盤

蕊
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磯

舞台上の一本のラインやコーラスライン葱をめぐって厳しいオーディションが繰り広げられる
蕊
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